
スーパビジョン研修用語

そもそもｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝとは？

　ここでは、ある一定のグループ等で実施する指導者による助言等や事例提出者への支援の場所であり、

事例提出者の悩みや引っ掛かり気付き等の解決へ向けたの場所の事としています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊本県介護支援専門員協会スーパービジョン研修（SV研修）

1目　的：介護支援専門員は人がひとを支援する職業であり、様々な社会背景の利用者の暮らしを支援し、国民誰もが住み慣れた地域での生活を継続することが可能な社会

作りを担う役割が求められている。そのことにより様々な利用者・家族へ対応していくためにも、それにかかわる対人援助専門職の養成・育成を行っていきます。

2目　標：

①対人援助専門職の養成

②対人援助専門職を指導できる人材の育成

③地域で継続して研修や学びが出来る場作り

3内　容：

①入門編　2回（約２時間の研修。2回実施予定。）

②基礎編全6回（約2時間の研修。講義及び模擬事例でのｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝを体験・6回開催予定）

③実践編全6回（約2時間の研修。参加者からの実践事例を書いていただき、その中から選ばれた事例を元に実際のｸﾞﾙｰﾌﾟｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝを体験）

④グループスーパービジョン（実践編終了者の方が対象　地域にて小グループを作り参加者主導のｸﾞﾙｰﾌﾟｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝを実施）

⑤講師養成研修（グループスーパービジョン研修参加者の中から選抜）

⑥特別研修（外部より活躍されている先生をお呼びし特別研修を開催）

※研修の詳細等につきましては熊本県介護支援専門員協会　生涯研修部事務局（藤井）℡080-5603-8650　　✉kcma.syougaikensyuubukai@gmail.com までお問い合わせください

※同時参加も可能

②➂④はそれぞれに循環しながら学びを深めてい

く。

（GSVで出てきた疑問などを実践編に戻り学び

直すなど）

対象者　：実践編研修修了の方

※各圏域内でチーム（5名～10名程度）を作り、実際のGSVを定期的に開催してい

きます）

(詳細の開催内容等については各会場担当者及び事務局窓口へお聴きください)

バイザーとして参加 選抜者対象

特別開催

バイザーのスーパー

バイザーとして参加

対象者　：ｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝへの経験がない方叉は概ね

　　　　　　　主任介護支援専門員実務5年以内の方

開催方法：ZOOM叉はハイブリット開催予定

対象者　：入門編研修修了の方叉は概ね

　　　　　　　主任介護支援専門員実務5年以上の方

開催方法：対面開催予定

対象者　：基礎編研修修了の方

開催方法：対面開催予定

※実践編ではご自身の実践事例を提出していただきます。

実践→基礎へ戻る事も可能

熊本県介護支援専門員協会 SV研修体系図

①入門編 全2回シリーズ

②基礎編 全6回シリーズ

③実践編 全6回シリーズ

⑤講師養成研修

⑥外部より講師を招いての特別研修

④グループスーパービジョン

各地域にて開催予定

ｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝ講師（スーパーバイザー）

（地域の介護支援専門員に対しての支援及び

SV ：ｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝの略

GSV ：ｸﾞﾙｰﾌﾟｽｰﾊﾟｰﾋﾞｼﾞｮﾝの略（グループで行うSVの事です）

バイザー ：ここでは指導者とします（GSVでは場の取り仕切りをします）

バイジー ：ここでは事例の提出者とします

ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ：管理者・監督者の意、ここでは指導者の指導者とします。


